
農⼭漁村 x AIに関わる 2026年のAI研究重要トピック

n今後のAIのスケーリングについて
nAIネイティブな環境
n動画像⽣成AIのChatGPTモーメント
nPhysical AIと世界モデル
n労働への影響の「答え合わせ」
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現在のAI研究の根本原理 / スケーリング則

n現在のAIの性能向上に関しては以下の性質が研究上明らかになっている
nスケーリング則

- データ，計算量，パラメータ数（AIの⼤きさ）を増やせば，AIの性能が，べき乗
則に従って無限に向上する

- ⽣成AIの性能は，３つの要素に「どれだけお⾦を払えるか」の問題になる
可能性．難しい理論やアルゴリズムの⼯夫は重要ではないかもしれない

- 「AIの学習におけるリソースをスケールする」という単純なことで知能に
関する⼤半の問題は解決でき、AI研究の究極⽬標である「⼈にできること
は全てできる」AGIに辿りつける可能性
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出典：Kaplan et al., “Scaling Laws for Neural 
Language Models”

Meta CEOザッカーバーグの投稿
「マンハッタン島と同サイズのデータセンターを作る」としており、AI
発展のスケーリングに必要な計算インフラの凄まじさを⽰している



スケーリングの⼀⽅にあるAIの効率・⾼速化

n⽣成AIの最先端の性能は原則としてスケーリングによって達成されるが、⼀度ある⼀定
の性能に達した場合、「その性能を発揮するために必要なコスト」は加速的に下がって
いく

nAIのサイズあたりの性能（AIの性能密度）に関する研究では、3ヶ⽉経つと、同じ性能を
発揮するために必要なAIモデルの⼤きさは2分の１になると結論づけている
- 具体例として、2023年3⽉に1.8兆パラメータを持っていたGPT-4（巨⼤なデータセンターで処

理）と同等程度の性能を、現在は数百分の⼀のコスト（スマホで処理可能なサイズ）で利⽤可
nしたがって2026年現在、AIによって達成されている性能（⾔語、ロボット制御）のコス

トは下がり続け、将来的には、安価で⼩型なデバイスやロボット上で（スマホ、新世代
デバイス）で、安価に、⾼速に利⽤できる
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出典：
• Arena Leaderboard
https://arena.ai/ja/leaderboard/text/overall
• Densing law of LLMs

GPT-4（2023年3⽉14⽇）の
1.8兆パラメータと同等以上の
性能を現在は40億パラメータ
で達成可能

⽣成AIのランキングサイトのスコア
Gemma3 4B：Arena 178位
GPT-4（2023年3⽉）：188位



AIネイティブな環境

n現在は、実世界も、インターネットも、業務環境も、 全て原則「⼈間のために」作られ
ており、「AIが⼈間に代わってやる」には不便なところが多い

【例】
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階段やドアなどの⼈間の
体が扱いやすい社会イン
フラ

→⼀般的なロボでは扱いにくい。わ
ざわざロボットの形を⼈間に寄せな
いといけない

検索エンジンのインデックス、
HTMLやPDFの資料/サイト

→現在の検索インデックス⽅式はLLM
に最適でない。PDFや図表が⼊ったファ
イルは⽣成AIで扱いにくい

⼈間本体や⼈間の操作が途
中に介⼊しないと成⽴しに
くい業務環境

→AIの機能だけで業務を完結するこ
とができず、導⼊を阻んでしまう

⽣成AI時代に合った形に、これらを作り替える必要がある



動画⽣成AIによる動画像関連タスク全ての解決

n歴史を振り返ると、ChatGPT登場以前は翻訳は、翻訳特化AIで、要約は要約特化AIと、
多くの⾔語タスクで特化型AIを個別に作っていたが、現在は単に「⽣成」のために学習
されたChatGPTで全て⼿軽にできる

n現在の動画像⽣成AIについても、似たような状況になってきている。本来は単なる「⽣
成」のために学習された動画像⽣成AIで、セグメンテーション、切り抜き、現象の物理
モデリングなどがVeo3（Googleの最新動画⽣成AI）でできるようになってきている。状
況としては、動画像におけるChatGPT登場前夜

n来年は「動画⽣成AIでなんでもできる」が今井の予想するトレンド
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出典：Video models are zero-shot learners and reasoners



動画⽣成AIによる物理法則を理解した動画⽣成

n背景が草原（地球上、空気抵抗あり）の画像で、鉄球と⽻の画像の落下の動画を⽣成さ
せると、鉄球が先に落ちる。また、落下時の⾳声も⽣成される

n背景が宇宙（真空、空気抵抗なし）の画像で、鉄球と⽻の画像の落下の動画を⽣成させ
ると、両者が同時に落ちる。落下時の⾳は⽣成されない
→物体は真空であれば同じ加速度であること、真空では⾳が発⽣しないという物理法則を、
動画⽣成AIがまったく物理学の知識を教えてないにも関わらず理解している
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ロボティクスと世界モデル（世界基盤モデル）

n世界モデル：現実世界の構造に関するデータを予測・⽣成することができるAIモデル
- 東⼤松尾研は2018年ごろから研究。直近ではNVIDIAが「世界基盤モデル」として喧伝

n概念⾃体は2018年ごろから存在したが、直近の⽣成AI（特に動画像⽣成AI）の発展を受
け、実⽤レベルに

n世界モデルは、実際に現実世界で何か⾏動をした時の現象を⽣成できる=AIの学習に必要
な情報を⽣成できる（⾃動運転における交通状況、ロボットが動く部屋の環境など）た
め、特に現実世界での学習が困難なロボティクスとの親和性が⾼く、AIエージェントの
「次」の主流技術になる可能性が⾼い
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Physical AIについて（個⼈的な所感と周囲の意⾒）

n2026年はPhysical AIの年という期待が⾼まっている。実際に研究者視点でも性能発展は
著しい

n「Physical AIのChatGPTモーメント」は明らかに誇張。ハードの普及が⼀般層まで広が
るのはまだ先。ただし、技術的な問題の解決は１〜３年でほぼ解決される公算が⾼い

nアメリカの技術者⾃⾝が「ここはまず中国の⽅が先に来るのではないか」と⾔っている
領域であり、LLMなどとは異なり中国優勢という認識が多い

nデモのアクロバティックな動きに騙されてはいけない。⼤切なのは⼈間が何気なくやっ
ている⽇常的な細かい動きの器⽤さ
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⽣成AIで変わる仕事 / ⽣成AIブーム開始直後、2023年の研究

n⽣成AIの登場により，ホワイトカラー，クリエイティブな仕事が
特に影響を受けることに

n結論として，全職種の８割が何らかの影響を受け，さらにその中の２割は仕事の半分以
上が置き換えられる可能性

nただ，後述のようにクリエイティブ系は「⼈間の作業であること」に価値を⾒出す実験
結果が出ており，むしろ⼈間の作業による価値が⾼まる余地も
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AIエージェントでさらに変わる仕事

n AIエージェントによりデジタル空間の⼤半の仕事が将来的によって補助あるいは置き換えられると考えられる
ものの、現状は⼀部の仕事への適⽤が集中

n 「AIにやってもらいたい仕事で、その分野のAI適⽤が進んでいる」（⻘信号ゾーン）、 「AIにやってもらいた
くない仕事で、その分野のAI適⽤が進んでいる」（⾚信号ゾーン）などに分けた場合、現在は⾚信号ゾーンに
集中しており、⼈間の本来のAI導⼊の希望とはミスマッチが⽣じている
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出典:Shao et al,  Future of Work with AI Agents: Auditing Automation and Augmentation Potential across the U.S. Workforce, 2025



本当にAIによって仕事は減っているのか？ / 2025年の研究

n2022年から本格的な⽣成AIブームが始まって「本当にAIによって仕事が奪われるかもし
れない」という認識が強くなり、関連研究も増えた。３年経った現在、その答え合わせ
が始まっている

n結論としては、実際にAIによって仕事が奪われている。ただし、雇⽤の減少が⾒られる
のはジュニア層で、シニア層はむしろ雇⽤が増えている

nシニア層は、⾔語によるマニュアル化がしにくい「暗黙知」が必要な作業が多い⼀⽅、
ジュニア層は⾔語化しやすい業務が多いため
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出典：Canaries in the Coal Mine? Six Facts about the Recent Employment 
Effects of Artificial Intelligence



今後の農⼭漁村 x AIに関して 個⼈的な意⾒

n AI研究のまとめ
- 基本的に現在のAIの性能はスケーリングによって上がり続け、この延⻑線上で2030年ごろにはAGI
が登場する可能性。

- スケーリングの⼀⽅で、LLM含むAIモデルの⼤きさは常に⼩型化しており、⻑期的には⽇本の農⼭
漁村現場の機械等に安価で⾼速なものが⼊るだろう

- 現在の世の中は基本的に⼈間が働くことを前提で作られているので、AIの活⽤が限定的にならざる
を得ない場合がある。AIが働くことを前提とした環境づくりは、下⼿にAIの最先端の流⾏を追うよ
りも有効

- 農⼭漁村の作業で必要とされるような、コンピュータビジョンの領域、ロボットの学習には、現在
の動画⽣成AIの発展がChatGPTモーメントを迎えることにより、影響を及ぼす可能性

- 研究上は、実際にジュニア層を中⼼に雇⽤の喪失が発⽣している。⼀⽅で、ブルーカラーの仕事へ
の進出は限定的、シニア層の仕事は増えている等の⾮対称性がある

n意⾒
- 今後のAI発展にあまり左右されず効果的

• 農業の物理的作業、農業における事務⼿続き等のAIネイティブ化
• AIの技術とは関係ない、ボトルネックになる制度⾯の⾒直し

- 基本的に⼩型化、エッジ化は時間の問題
- ⽇本という国のレベルで必ず必要な⾷料⽣産の確保はAIによる⽣産、ブランド化など⼯夫が必要な
部分は⼈間による⽣産などの役割分担

- 「需要がある、こういうのがあれば買う」ということを積極的に１次産業から発信する。⽇本には
データの蓄積はあるものの、それを使って学習したAIモデルが本当にペイすることを開発者が実感
できなければ、イノベーションは⽣まれない
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